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会員数
普通出資金
役職員数
店舗数

104,826人
14,760百万円
1,337人
70店舗
（来店不要型店舗1店舗）

（２０２3年３月末現在）2023年度 経営計画

当金庫は、大阪府内３３市9町1村、兵庫県尼崎市・伊丹市および和歌山県紀の川市（一部除く）・岩出市を営業区域として、地元の中小企業者や住民のみなさまが会員となって、
お互いに助け合い、発展していくことを共通の理念として運営されている相互扶助型の金融機関です。　
また、金融機能の提供にとどまらず、文化、環境、教育といった分野においてもＣＳＲ（企業の社会的責任）を果たすべく、広く地域社会の活性化に積極的に取り組んでいます。

「金庫が目指す姿」に向かって、３つの「Ｓ」と３つの「共」を意識しよう
みんなにとって愛着のある信用金庫となり、その期待に応えていく金庫が目指す姿

自主創造 未来につなぐ  新たな挑戦
　　　　　この街のホームドクター

純新規事業
融資先
2,000先

自己資本額
1,530億円

貸出金
利息収入
240億円

課題解決によるお客様・地域との
リレーションシップ（絆）の強化

収益の多様化と効率経営による
サステナブル（持続可能）な経営基盤づくり

役職員の育成とモチベーション（意欲）を高め、
生産性向上を図る

お客さまが安心して取引できる金融機関を目指して

1. お客様の何気ない一言を大切にし、「隠れた課題」や「気付いていない
強み」を見つけ、課題解決のSpeedupを図ろう

2. アフターコロナに向け、お客様の気持ち、立場になって考えよう
3. 迅速な行動と心ある対応で、お客様との信頼関係を深めよう
4. 地域を知り尽くし、共創しよう
5. DX化を加速させよう そして、お客様にもっとDXを理解してもらおう

1. 金庫にとって有益な情報をShareし、付加価値の高いサービスを考えよう
2. ＳＤＧｓや脱炭素社会のためにできることをみんなで取り組もう
3. みんなの共助により、業務が続けられる強い態勢をつくろう
4. 不正・不祥事を生まない職場を一緒に築こう
5. マネロン態勢の整備をみんなで完成させよう

1. 失敗は誰にでもつきもの Shippaiをおそれず、その経験を次に活かそう
2. 何事にも興味を持ち、新しいことに挑戦しよう
3. 個々の弱みをカバーし合える人間関係をつくろう
4. 多様性を認め合い、互いに共感できる風土をつくろう
5. 常に問題意識を持ち、無駄をなくし、ミスを減らそう

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

行動指針 スローガン重点目標

ｈａｒｅＳ Ｓ Ｓｐｅｅｄｕｐ ｈｉｐｐａｉ
（情報共有し、みんなで考える）（素早い対応） （失敗）をおそれない

本  編



4

8,000

10,000

12,000

14,000

2022年度

6,000

4,000

2,000

0

14

12

10

2022年3月末 2023年3月末

8

6

4

2 1,000

1,100

1,200

1,300

1,600

1,500

1,400

単位：％ 単位：億円

11.87
12.82

1,463

1,391

26,000

28,000

30,000

2024年3月末2023年3月末

24,000

22,000

18,000

20,000

◎預金残高

◎貸出金残高

単位：百万円経常利益業務純益 当期純利益

自己資本額自己資本比率

単位：億円目標 実績

単位：億円目標 実績
18,000

2024年3月末2023年3月末

16,000

14,000

12,000

10,000

8,000
2021年3月末

10.76

1,305

26,600

15,900

2021年3月末

28,236

26,397

2022年3月末

26,847

15,810

2021年3月末 2022年3月末

15,920 15,670

12,17312,173

預金・貸出金残高の推移 収益状況の推移

自己資本等の推移

12,01312,013

8,3628,362

2021年度

13,29713,297
12,01212,012

8,6888,688

2020年度

12,43312,433

5,0485,048

3,4113,411

健全性の目安とされる基準（国内基準）
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